
2022年度「学生支援相談に関する基礎研修講座」アンケート調査結果

・開催日 2022.8.25－26

・参加者数(申込者数) 63名(64名)

・回答者数 61名

・回収率 96.8%

・アンケート実施方法 Googleフォーム利用

その他（22件）の内容

人事より 4

同僚より 5

上長より 3

学内回覧 8

無回答 2
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1_:学生支援相談に関心があった

2_:学生支援相談に関する指導や対処方法を身に付けたかった

3_:学生支援相談に関する問題点や幅広い知識を修得したかった

4_:研修会の内容に興味があった
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２1．今後取り上げて欲しいテーマ、その他ご意見

・実際的な支援のスキル向上を狙うロールプレイやグループワークを組み込んでほしい

・精神面で弱っている学生の見抜き方と対応方法

・具体的な対応例などを織り交ぜた講義であると非常に参考になるので、検討してほしい

・障がいのある学生に対する修学支援については、事例等も含めてもっと取り上げてほしい

・卒業後の進路について専門的に知りたい

・今後も発達障碍学生支援に関しては取り上げていただきたい

・テーマの幅が広く、様々勉強することができ、よかった

・ＦＤ、ＳＤ関連、キャリア教育関連、情報教育関連

・留学生支援に関する内容

・課外活動、学生生活について

・発達障碍をもつ学生に対する接し方

・インターンシップ三省合意による今後の就職活動の展望・課題、早期化問題への対策など

・このようなテーマを社会情勢に合わせて実施頂きたい

・学生支援の具体的方法について，具体的事例を挙げて紹介していただきたい

・もっと、知っていなければならない直接的なテーマ

・大学に求められること、大学経営について、今後とも取り扱っていただきたい

・学習意欲が低い学生、授業への出席率が悪い学生に対する支援方法

・学生支援関連の部署ではないため、学生支援に関する講義では現状と課題について知り・考えることが出来た。高等教育

改革や大学マネジメントに関する講義では自身の業務を振り返りながら改めて問題点や今後の在り方について考えることが出

来た

・ハラスメント防止（アカハラ・セクハラ・パワハラ）、発達障害学生への対応（合理的配慮の具体的事例を含む）に特化し

た内容、ピアサポート

・教員（学部）間連携、事務職員（部署）間連携、教職共同を上手く（本当に）実現している大学があるのか？

・リカレント教育、離学者（休・退・除籍者）対策関連について、教育DXについて、コロナ禍での留学・フィールドワークについ
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